
 
 

学習・教育目標 評価方法 備考 

（
Ｄ
）
バ
イ
オ
や
化
学
の
基
礎
知
識
を
持
ち
，
専
門
知
識
を
活
用
で
き
る
能
力
の
養
成 

生物工学と化学の分野

が関連する複合的な問

題に対処するための化

学，ならびに生物学の

応用的知識がある． 

（Ｄ１） 

「物理化学」，「無機化学」，「有機化学」で，化学の基礎知識を応用し，

さらに複雑な問題に対処できる能力のあることを，小テスト，終了テスト，

レポートから総合的に評価する． 

 

「微生物学」，「生化学」，「分子細胞生物学」，「遺伝子工学」，「植物栄

養学」で，生物学の基礎知識を応用し，さらに複雑な問題に対処できる

能力のあることを，小テスト，終了テスト，レポートから総合的に評価す

る． 

 

「環境化学」で，地球環境の変遷や環境改変の現状と問題点を化学的

観点から中間テスト（30%），終了テスト（55%），課題提出（15%）により評価

する． 

 

「資源循環化学」で，廃棄物の処理の技術や問題点，リサイクルの意義

を理解していることを，確認テスト（75%），レポート（25%）により評価する． 

 

「物質化学実験」で，化学，生物学の基礎・応用知識を活用する能力が

あることを，姿勢・態度（20%），終了テスト（30%），レポート（50%）により評

価する．評価の 25%を占める． 

「物質化学実験」を必

ず履修し，単位を取

得していること． 

 

「物質化学実験」の

単位の取得により，

教育目標 D1 の到達

ポイント 55 ポイント中

2 ポイントを獲得する

生物工学と化学の分野

が関連する複合的な問

題に対処するための化

学と生物学の融合する

分野の基礎的知識があ

る． 

（Ｄ１） 

「高分子化学」で，高分子材料の生体材料，生分解材料などへの応用

について，原理を説明し，新しい活用方法を考察する能力を，ノート評

価（30%），小テスト（20%），終了テスト（50%）から評価する．評価の 50%を

占める． 

 

「生物有機化学」で，天然有機化合物の分離，精製技術，生合成方法，

化学合成方法等について説明できる能力があることを，小テスト（30%），

レポート（10%），終了テスト（60%）により評価する． 

 

「食品化学」で，食品の成分や性質について調査し，社会の中で利用さ

れているかを説明できる能力を，小テスト（40%），終了テスト（60%）により

評価する． 

 

「食品衛生学」で，食の安全性に関する知識を，小テスト（20%），中間テ

スト（30%），終了テスト（50%）により評価する．評価の 75%に相当する． 

 

「公衆衛生学」で，生活環境の中で衛生が果たす役割や，衛生を実践

するために必様な知識を持っていることを，小テスト（20%），中間テスト

（30%），終了テスト（50%）により評価する．評価の 75%に相当する． 
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生物工学と化学の分野

が関連する複合的な問

題に対処するための情

報技術の基礎および応

用能力，デザイン能力

がある．（D1） 

「化学・生命情報学」で，データベースを活用し問題解決のために様々

な化学，生物学のデータを収集することができる能力を，毎回の成果レ

ポート・小テスト（30%），終了テスト（50%），課題レポート（20%）により評価

する． 

 

生物工学と化学の分野

が関連する複合的な問

題に対処するための化

学と生物学の融合する

分野のデザイン能力が

ある． 

(D1) 

「グリーンケミストリー」で現代的な問題に対して，生物と化学の融合する

分野の技術によってどのように問題解決が図られているかを理解し説明

できる能力のあることを，小テストおよびレポート（65%），終了テスト－論

述式（35%）により評価する． 

 

「環境生命化学実験」で，化学と生物学が融合する分野の実験テーマ

を解決するために，実験を計画し，実施する能力を，実験計画書，終了

課題研究レポートにより評価する．試験（口頭試験を含む）(20%)，レ

ポート（30%），終了課題研究（50%）により評価する．評価の 50%を占め

る． 

 

「卒業研究」で，化学的，生物学的な研究テーマの意義を理解し説明で

きる能力，ならびに実験を計画する能力を，実験計画書，中間発表，卒

業研究論文などを担当教員が評価する．評価の 35%を占める． 

左記の授業科目を必

ず履修し，単位を取

得すること． 

 

左記の科目の単位の

取得により教育目標

D1 の到達ポイント 55

ポイント中 30 ポイント

を獲得する． 

 

必修科目の単位の

取得により，55 ポイン

ト中32ポイントを獲得

する． 

 

専門選択科目より，

23 ポイント以上を獲

得すること． 

情報調査により，社会の

中で求められているもの

を示すことができる． 

(D2) 

「知的財産法」で，著作権，工業的所有権について理解し，社会の中で

それらの権利によって求められていることを示すことができることを，小

テスト（40%），期末テスト（60%）により評価する． 

 

「化学・生命情報学」で，化学，バイオテクノロジーにおいて，社会から

求められていることに関連した情報，問題を解決するための情報を，手

に入れることができる能力を，毎回の成果レポート・小テスト（30%），終了

テスト（50%），課題レポート（20%）により評価する． 

 

「卒業研究」で，卒業研究テーマの社会的意義を，情報調査により理解

し，説明できる能力を，口頭発表，ポスターセッションによるプレゼン

テーションを評価シートに基づき評価する．評価の 12.5%を占める． 

「知的所有権」，「卒

業研究」を必ず履修

し，単位を取得して

いること． 

 

これらの科目の単位

の取得により，教育

目標 D2 の到達ポイ

ント 35 ポイント中，26

ポイントを獲得する．
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グループをまとめ，与え

られた制約の下での計

画と情報調査から探求

をすすめることができ

る． 

(D2) 

「化学・生命情報学」で，少人数のグループで様々なデータベースの情

報を調査し，問題解決のためのデータベースの設計構築ができること

を，レポート（50%），データベース設計・構築演習（20%），終了テスト

（30%）により評価する． 

 

「物質化学実験」，「環境生命化学実験」で，化学と生物学が融合する

分野の実験テーマを解決するために，グループをまとめ，情報を調査

し，実験装置・実験時間などの与えられた制約の下で実験を計画し，探

求をすすめる能力を，グループの実験への取り組み実験計画書，終了

課題研究レポートにより評価する．評価の 50%を占める． 

 

「卒業研究」で，研究テーマを解決するために，情報を調査し，実験装

置，実験時間などの与えられた制約の下で，実験を計画し，探求をす

すめる能力を，実験計画書，卒業研究論文により評価する．評価の 15%

を占める． 

「物質化学実験」，

「環境生命化学実

験」，を必ず履修し，

単位を取得している

こと． 

 

これらの科目の単位

の取得により，教育

目標 D2 の到達ポイ

ント 35 ポイント中，9

ポイントを獲得する．

 

必修科目の単位の

取得により，到達ポイ

ント 35 ポイントを獲得

する． 

 
評価は科目の到達目標の達成度を複数の判定項目について評価し，それらを合計しその科目の総合評価とします。

各科目の目標達成度は様々な方法で判定され，採点されます（期末試験，レポ−ト，小テスト，プレゼンテ−ション，ディ

スカッションなど）。レポ−トやプレゼンテ−ション，実習，卒業研究などの評価項目の基準は別に示します。科目の総合

評価における，各評価項目点の配分は各科目のシラバスに記載されています。また，学習・教育目標を達成するため

に必要な授業科目の関連性を以下に示します。 

 

 


